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4 2025（令和7年）

国　税／�3月分源泉所得税の納付� 4月10日
国　税／�2月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 4月30日
国　税／�8月決算法人の中間申告� 4月30日
国　税／�5月、8月、11月決算法人の消費税等の�

中間申告（年3回の場合）� 4月30日
地方税／�給与支払報告に係る給与所得者異動届の提出

� 4月15日
地方税／�固定資産税（都市計画税）第1期分の納付
� 市町村の条例で定める日（原則4月中）
地方税／�土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧�

� 4月1日〜4月20日�
�または最初の納期限のいずれか遅い日以後の日まで

地方税／�軽自動車税の納付�
� 市区町村の条例で定める日（原則4月中）

労　務／�労働者死傷病報告（休業4日未満：1月〜3月分）�
� 4月30日

　仕入れ・材料費や人件費、水道光熱費等の
コスト増加分を価格に反映させたい事業者が
商品別（取引先別）の収支状況も確認しながら、
目指すべき取引価格を検討できるシミュレー
ションツール。独立行政法人中小企業基盤整
備機構がリリースしたもので、登録不要、無
料で利用できます。

ワンポイント 価格転嫁検討ツール

4 月 の 税 務 と 労 務4月 （卯月）APRIL

29日・昭和の日
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4 月号─2

　

令
和
6
年
4
月
1
日
以
後
に
開
始

す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
法

人
税
制
で
は
、
令
和
6
年
度
税
制
改

正
に
お
い
て
、
賃
上
げ
促
進
税
制
や

交
際
費
等
の
損
金
不
算
入
制
度
の
見

直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
決
算
・

申
告
手
続
き
の
際
の
留
意
点
を
、
改

め
て
確
認
し
ま
す
。

　

 

賃
上
げ
促
進
税
制 �

⑴　

全
法
人
向
け
制
度

　

国
内
雇
用
者
に
支
給
し
た
給
与
な

ど
の
額
（
以
下
、
雇
用
者
給
与
等
支

給
額
）
が
、
前
年
度
と
比
べ
て
一
定

以
上
増
加
し
た
場
合
に
、
増
加
額
に

税
額
控
除
割
合
を
乗
じ
た
額
を
法
人

税
額
か
ら
控
除
す
る
制
度
を
、
賃
上

げ
促
進
税
制
と
い
い
ま
す
。
原
則
は
、

継
続
雇
用
者
給
与
等
支
給
増
加
割
合

が
３
％
以
上
の
場
合
に
税
額
控
除
割

合
は
10
％
で
す
が
、
次
の
上
乗
せ
措

置
が
あ
り
ま
す
。【
表
１
参
照
】

　

継
続
雇
用
者
給
与
等
支
給
増
加
割

合
が
、
４
％
以
上
の
場
合
は
５
％
を

加
算
し
て
税
額
控
除
割
合
が
15
％

に
、
５
％
以
上
の
場
合
は
10
％
を
加

算
し
て
税
額
控
除
割
合
が
20
％
に
、

７
％
以
上
の
場
合
は
15
％
を
加
算
し

て
税
額
控
除
割
合
が
25
％
に
な
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
教
育
訓
練
費
の
額
の
比

較
教
育
訓
練
費
の
額
に
対
す
る
増
加

割
合
が
10
％
以
上
で
あ
り
、
か
つ
教

育
訓
練
費
の
額
が
雇
用
者
給
与
等
支

給
額
の
０
・
05
％
以
上
で
あ
る
場
合
、

税
額
控
除
割
合
に
５
％
を
加
算
し
ま

す
。
ま
た
、
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
認

定
も
し
く
は
プ
ラ
チ
ナ
え
る
ぼ
し
認

定
を
受
け
て
い
る
場
合
、
税
額
控
除

割
合
に
５
％
を
加
算
し
ま
す
。

⑵　

中
堅
企
業
向
け
制
度

　

青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
法
人
で

事
業
年
度
終
了
時
に
特
定
法
人
（
常

時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
２
０
０

０
人
以
下
等
の
要
件
を
満
た
す
法

人
）に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

次
の
上
乗
せ
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

継
続
雇
用
者
給
与
等
支
給
増
加
割

合
が
４
％
以
上
の
場
合
は
15
％
を
加

算
し
て
税
額
控
除
割
合
が
25
％
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
育
訓
練
費
の

額
の
比
較
教
育
訓
練
費
の
額
に
対
す

る
増
加
割
合
が
10
％
以
上
で
あ
り
、

か
つ
教
育
訓
練
費
の
額
が
雇
用
者
給

与
等
支
給
額
の
０
・
05
％
以
上
で
あ

る
場
合
、
税
額
控
除
割
合
に
５
％
を

加
算
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
チ
ナ
く

る
み
ん
認
定
も
し
く
は
プ
ラ
チ
ナ
え

る
ぼ
し
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
、

ま
た
は
そ
の
事
業
年
度
に
お
い
て
え

る
ぼ
し
認
定
３
段
階
目
の
認
定
を
受

け
た
場
合
に
は
、
税
額
控
除
割
合
に

５
％
を
加
算
し
ま
す
。

⑶　

中
小
企
業
等
向
け
制
度

　

中
小
企
業
者
等
に
つ
い
て
は
、
雇

用
者
給
与
等
支
給
増
加
割
合
が
、

１
・
５
％
以
上
の
場
合
は
税
額
控
除

割
合
が
15
％
、
２
・
５
％
以
上
の
場

合
は
税
額
控
除
割
合
が
30
％
に
な
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
教
育
訓
練
費
の
額
の
比

較
教
育
訓
練
費
の
額
に
対
す
る
増
加

割
合
が
５
％
以
上
で
あ
り
、
か
つ
教

育
訓
練
費
の
額
が
雇
用
者
給
与
等
支

給
額
の
０
・
05
％
以
上
で
あ
る
場
合
、

税
額
控
除
割
合
に
10
％
を
加
算
し
ま

す
。
ま
た
、
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
認

定
も
し
く
は
プ
ラ
チ
ナ
え
る
ぼ
し
認

定
を
受
け
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
そ

表１　賃上げ促進税制の税額控除割合� 国税庁資料より

区分 増加率の
判定対象

賃上げ
要件　 基本割合 教育　

訓練費
くるみん
えるぼし 合計 教育訓練費

の要件　　
くるみん・えるぼし
の要件　　　　　　

全
法
人 継続雇用者

給与等
支給額

３％以上 10％

＋５％ ＋５％

20％ ①教育訓練費の額の
比較教育訓練費の額
に対する増加割合が
10％以上
かつ、
②教育訓練費の額が
雇用者給与等支給額
の 0.05％以上

プラチナくるみん認定又は
プラチナえるぼし認定

４％以上 15％ 25％

５％以上 20％ 30％

７％以上 25％ 35％

中堅
企業

３％以上 10％
＋５％ ＋５％

20％ プラチナくるみん認定又は
えるぼし3段階目以上認定４％以上 25％ 35％

中小
企業

雇用者
給与等
支給額

1.5％以上 15％
＋ 10％ ＋５％

30％ 上記①が 5％以上　
かつ、
②が 0.05％以上

くるみん認定又は
えるぼし2段階目以上認定2.5％以上 30％ 45％

令
和
６
年
度　

決
算
の
留
意
点



3─4月号

　

賃
上
げ
促
進
税
制
で
は
、「
給
与

等
の
支
給
額
」
か
ら
「
そ
の
給
与
等

に
充
て
る
た
め
他
の
者
か
ら
支
払
を

受
け
る
金
額
」
を
控
除
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
控
除
す
る
金

額
か
ら
、「
役
務
提
供
の
対
価
と
し

て
支
払
を
受
け
る
金
額
」
が
除
か
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
看
護
職
員
処
遇
改
善
評
価
料
及

び
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
な
ど
は

控
除
せ
ず
、「
給
与
等
の
支
給
額
」

に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

 
交
際
費
等 �

　

令
和
６
年
４
月
１
日
以
後
に
支
出

す
る
飲
食
費
の
う
ち
、
１
人
当
た
り

１
万
円
以
下
の
も
の
は
交
際
費
等
の

範
囲
か
ら
除
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
１

人
当
た
り
１
万
円
を
超
え
る
接
待
飲

食
費
の
50
％
相
当
額
に
つ
い
て
損
金

算
入
を
認
め
る
制
度
（
接
待
飲
食
費

に
係
る
損
金
算
入
の
特
例
）
と
、
中

小
法
人
が
支
出
す
る
交
際
費
等
の
う

ち
８
０
０
万
円
ま
で
の
損
金
算
入
を

認
め
る
制
度
（
中
小
法
人
に
係
る
損

金
算
入
の
特
例
）
に
つ
い
て
は
、
適

用
期
限
が
３
年
間
延
長
さ
れ
、
令
和

９
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
開
始
す

る
各
事
業
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ

ま
す
。【
図
２
参
照
】

の
事
業
年
度
に
お
い
て
く
る
み
ん
認

定
も
し
く
は
え
る
ぼ
し
認
定
２
段
階

目
以
上
の
認
定
を
受
け
た
場
合
に

は
、
税
額
控
除
割
合
に
５
％
を
加
算

し
ま
す
。

⑷　

繰
越
控
除
・
そ
の
他

　

賃
上
げ
促
進
税
制
に
よ
り
税
額
控

除
で
き
る
額
は
、
調
整
前
法
人
税
額

の
20
％
（
当
期
税
額
基
準
額
）
が
上

限
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
者

等
に
つ
い
て
は
、
当
期
税
額
基
準
額

を
超
え
る
額
は
、
最
大
５
年
間
繰
り

越
し
て
、
各
期
の
上
限
の
範
囲
内
で

調
整
前
法
人
税
額
か
ら
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。【
図
１
参
照
】

　

こ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合

に
は
、
賃
上
げ
促
進
税
制
の
適
用
を

受
け
た
事
業
年
度
以
後
の
各
事
業
年

度
の
確
定
申
告
書
等
に
、
明
細
書
を

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

図１　繰越税額控除制度のイメージ� 国税庁資料より

×２期 ×３期注 ×４期
当期 有所得 欠損 有所得

中小企業者等
税額控除限度額

繰越税額控除
限度超過額

繰越税額控除
限度超過額

繰越税額控除 最大５年間の繰越
限度超過額

当期税額基準額
（調整前法人税額× 20％） 税額控除額

繰越控除額 繰越控除額

※各期の上限の範囲内で調整前法人税額から控除

注　繰越税額控除制度の適用を受けない事業年度であっても、確定申告書等に明細書の添付が必要

図２　 交際費等の損金不算入制度

中小法人
資本金の額等が 1億円以下の法人

※　中小法人は、交際費等の 800 万円までの損金算入と飲食費の 50％相当額の損金算入とのいずれかを選択可能

50％

大法人
資本金の額等が 100 億円超の法人

資本金の額等が
1億円超 100 億円以下の法人

飲食費

10,000 円以下／人
飲食費

10,000 円超／人
飲食費以外

（社内接待費を含む）

800 万円超

損金
不算入損金算入

800 万円まで

損金算入 損金不算入

損金不算入 損金不算入

損金不算入

損金算入

損金算入

損金算入

交際費等



4 月号─4

　株式等を売却（譲渡）した場合の譲渡所
得等の金額は、売却金額から取得費と売却
手数料等を差し引いて計算します。取得費
は、株式等を取得したときに支払った払込
代金や購入代金ですが、購入手数料（消費
税を含みます）や名義書換料などの費用も
含まれます。
　株式等を払込みや購入以外で取得した場
合の取得費は、原則として次の通りです。
⑴　相続・遺贈・贈与により取得した株式等
・　限定承認に係るものを除き、被相続人、
遺贈者または贈与者の取得費を引き継ぎ
ます。

・　NISAやジュニアNISAに受け入れられ
ていた上場株式等が相続・遺贈・贈与に
より払い出された場合は、原則として相
続開始日や贈与日の終値に相当する金額
で相続人、受遺者または受贈者が取得し
たものとみなされます。

⑵　特定譲渡制限付株式または承継譲渡制
限付株式
・　一定の場合を除き、特定譲渡制限付株
式等の制限が解除された日における価額
⑶　発行法人から与えられた一定の権利の
行使により取得した株式等
・　権利行使日における価額など
⑷　発行法人の株主等として与えられた新
たな払込みや給付を要しないで取得した
株式または新株予約権
・　0円
⑸　NISAやジュニアNISAから特定口座や
一般口座に移管した株式等　※⑴を除く
・　移管日の終値に相当する金額
⑹　⑴から⑸以外の方法により取得した株
式
・　その取得の時におけるその株式等の取
得のために通常要する価額

　なお、取得費がわからない場合は、同一
銘柄の株式等ごとに、取得費の額を売却代
金の5％相当額とすることも認められます。

譲渡した株式等の取得費

＜当事務所の業務内容＞
１．会　　計	 ⑴　会計システムのサポート（システム分析、記帳指導、TKC・JDL他 OA指導）
	 ⑵　財務・金融面の指導（資金繰り指導、金融機関の御紹介等）
２．税　　務	 税務代理、税務申告書の作成、税務相談、相続、贈与、事業承継設計
３．FP（ファイナンシャル・プランニング）業務（日本FP協会埼玉支部所属）
４．経営支援� 会社設立、各種規程（就業規則等）の作成、管理会計指導（継続MAS）
５．提 携 先　弁護士（峰岸）、司法書士（森崎）、社会保険労務士（戸田）、土地家屋調査士（片岡）、
	 不動産鑑定士（鎌倉・岸田）、不動産会社は役割に応じて多種多様あり。
・　建設会社	 積水ハウス、大和ハウス、旭化成、ミサワホーム他
・　保険会社	 大同生命、オリックス生命、日本生命、ジブラルタ生命、NN生命、朝日生命、

あいおいニッセイ同和損保

※　資格者　税理士 7名（顧問含む）、社会保険労務士 1名、行政書士 1名、宅地建物取引士 2名、
税理士科目合格者 4名、不動産コンサルタント 1名、CFP 3 名、AFP 7 名、FP技能士 6名、
生保資格者多数、損保資格者 2名、秘書資格者 2名

（
ス
タ
ッ
フ
）

第１監査班
福島統轄

①財務支援 水落大介
（AFP）

―
　
辻　　綾
（FP）

―
　
松本由紀

　
　

②　 〃 　 浜崎雄樹
（社会保険労務士）

―
　
井出さくら

　
―
　
恵守はるな

　

第２監査班
柴崎コーチ
間口MBA

①経営支援 木村隆志
（科目合格者）

―
　
北村実喜
（科目合格者）

―
　
山田直緒子
（AFP）

②　 〃 　 山　大裕
（1級FP・宅建）

―
　
内田祐輝

　
―
　
元橋曉潔
（AFP）

③　 〃 　 廣井里美
（AFP）

―
　
阪野湧飛

　

第３監査班
神田・月岡顧問

①資産税　 武士俣治
（国税審理官OB）

―
　
平野朋子
（AFP）

―
　
島田菜月
（FP）

②　 〃 　 北村実喜
（２班兼任）

―
　
石津　悟
（CFP・宅建）


